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　下水道施設を管理運営するための費用は、雨水処理費と
汚水処理費があります。雨水処理費は税金（公費）で、汚水処
理費は下水道使用料（私費）で負担するしくみとなってい
ます。
　汚水処理費は、使った水をきれいにするための下水道管
や下水処理場の維持管理費や建設工事に要した借入金の返
済などで構成されます。　
　平成24年度は、下水（雨水・汚水）を処理するために23.6
億円かかりました。その財源は、上記の原則により雨水処理
などに要した7.4億円は税金（公費）で負担し、汚水処理に要
した16.2億円は皆さまからの下水道使用料収入11.2億円

と不足する5億円は税金（公費）で補いました。その結果、本
来100％であるべき、汚水処理費に対する下水道使用料収
入の割合（経費回収率）は、68.9％とまだまだ低い状況とな
っております。    
　これまで、人件費の削減、施設管理の委託や低利率債への
借り換えなどによる経費削減を行ってきましたが、下水道
の普及に伴い汚水処理費は増加傾向にあり、財政状況は依
然厳しい状況が見込まれます。     
　今後も、下水道事業の状況をお知らせするとともに、業務
の見直し、維持管理費の削減、事業費の抑制など一層の経費
削減に努め、効率的な下水道事業運営を図ってまいります。 

　公共下水道特別会計の平成24年度決算は、歳入・歳出とも37億5,589万円の収支ゼロで、昨年度に比べて、歳入・歳出とも
1,502万円の増加となりました。その主な理由は、借入金の返済などの増加によるものでした。　

～下水道を管理運営するための費用と財源について「雨水公費・汚水私費の原則」～

問合せ：下水道総務課　総務企画担当　☎958-1111　内線2361

下水道事業の財政状況をお知らせします　

～平成24年度公共下水道特別会計決算より～

（200ℓの浴槽で計算）

おふろ1杯のお水を
きれいにするには、
「39円」のお金が
かかるんだよ！！
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借入金の状況（借入・返済・残高）
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返済額 新たな借入 借入金の残高

松原市

0 3,000
円

（家庭用20m3/月、H25.10.1現在）

2,5002,0001,5001,000500

藤井寺市

富田林市

河内長野市

羽曳野市

大阪狭山市

41円

35円15円

建設に要した
借入金の元金返済

建設に要した
借入金の利子返済

汚水を処理場まで
運ぶ費用

汚水をきれいに
する費用

その他の費用

7円

下水道使用料のゆくえ　～100円の使いみち～

2円

下水道使用料の水準　～近隣市との比較～

下水の処理にかかる費用

雨水などの
処理
7．4億円

支　出
23．6億円

汚水の処理
16．2億円

使用料
不足分

税金
7．4億円

収　入
23．6億円

使用料
11．2億円

税金
5．0億円

下水道使用料など
11億2,127万円

一般会計からの繰入
13億6,282万円

国からの補助金
1億2,000万円

借入金
10億8,290万円受益者負担金

6,268万円

その他の収入
622万円

下水道の建設
7億4,364万円

下水道の維持管理
4億8,140万円

借入金の返済
25億3,085万円

歳　出
37億5,589万円

歳　出
37億5,589万円

歳　入
37億5,589万円

歳　入
37億5,589万円


